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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:50-1:100,IP 1:10-1:50

Calculated MW:68 kDa; Observed MW:70 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ヘテロ三量体複製タンパク質A（RPA）複合体の最大サブユニットをコードしています。RPA複合体は一本鎖DNA（ssDNA）に結合し、DNA代謝において重要な役割を果たす核タンパク質複合体を形成します。この複合体はDNA複製、修復、組換え、テロメア維持に関与し、毛細血管拡張性運動失調症およびRad3関連タンパク質（ATR）キナーゼの活性化を介してDNA損傷に対する細胞応答を調整します。核タンパク質複合体は、一本鎖DNAをヌクレアーゼから保護し、修復を妨げる二次構造の形成を防ぎ、さまざまなゲノム維持因子のリクルートメントと脱離を調整します。このサブユニットには4つのオリゴヌクレオチド/オリゴ糖結合（OB）ドメインが含まれますが、ssDNA結合の大部分はこれらのドメインのうち2つで発生します。ヘテロ三量体複合体は、低親和性モードと高親和性モードという2つの異なるssDNA結合様式を有し、これらはどのssDNA結合ドメインが利用されるかによって決定される。これらの異なる結合様式は、結合するDNAの長さと相互作用するタンパク質によって異なり、それによって異なるゲノム維持経路の制御に役割を果たしている。[RefSeq提供、2017年9月]
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	RPA70 ウサギモノクローナル抗体を 1:3000 で使用して HepG2 細胞抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。

